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岡野誠*
題目にある図書館名を見て、どこのことかただちにお分かりの方は、か
なりの中国通といえる。「中国国家図書館J(National Library of China、
略称NLC)とは、あの有名な北京図書館の新しい名称である。その前身
をたどれば、 1909年(清の宣統元年)に創設が立案された京師図書館(什
剃海広化寺)に歪り、その後1928年国立北平図書館と改名し、中南海居
仁蛍に移較。その翌年北海図書館と合併し、 1931年に北海付近の文津街
に新館を建てた。中華人民共和国成立(1949年)後の1950年さらに国立
北京図書館となり、翌年からは単に北京図書館と称した。 1987年には白
石橋に新館を建設して移転、そして1998年国務院の批撤を経て「国家図
書館Jと改名し、対外的には国名を冠して「中国国家図書館」という (1)。
以前の北京図書館の名に慣れ親しんでいる私からすると、新名称はやや
厳しく、何か一寸よそよそしい感がある。この新名称が決められたにも拘
らず、地図もバス停も相変わらず「北京図書館」のままで、地元の人々も、
みな略して「北図J(ベイトゥー)と呼んでいる。本稿では「国図J(グオ
トヮー)と呼ぶべきところであるが、以下私も今暫く「北図Jを愛用する
こととしたい。
今中国へ出かけるのには何の障害もないが、ある時期までの中国は、私
達にとって実に近くて遣い閣であった。私は1978年に念願の第1回目の
訪中をしたが、その当時は自由な旅行などではなく、「参観団」と称して、
見学地はこちらの見たい場所ではなくあちらが見せたい場所であった。今
思えばよい勉強になったような気もするが、人民公社・病院・学校・保育
市おかの・まこと/法学部教授/東洋法史
園 ・工場等が主で、そこで現場責任者あるいは見学者接待係から、数字が
たくさん入った長く細かい現状報告を聞くのが常で、あった。上海近郊のあ
る人民公社に案内されて、優良品種の沢山の豚を見せられたことがある。
名前も忘れて しまったが、日本では一寸見たことのないような巨大な黒い
豚であった。
私が初めて北図を訪れたのは、同年の第2回目の訪中時で、あった。平岡
武夫氏 (1909"-'1995、元京都大学名誉教授)を団長とする中国研究者訪中
団の一員に加えていただいた折、たまたま運よく北図見学が日程に入って
いた。さらに団長に敬意を表してのことか、訪問前日に各人二三点の閲覧
希望書目を提出することが許された。私はこの時初めて宋元逓修本『律附
音義』を見、後に本書を研究することとなった。北京図書館で善本を見る
こと、それは極めて幸運に恵まれた場合に限られていたのである (2)。当
時の北図は文津街にあり、北海公園の西隣で、あった。この地は明の玉照宮
の跡で、朱塗りの門を入ると一対の華表 (円明園より移設したもの)があ
り、その奥に碧瓦紅婚の図書館がある。
その後1987年、現在の北京西郊の白石橋畔に、広壮な新図書館が落成 ・
開館し、文津街の旧館は分館となった。北京西郊は文教地区でもあり、中
央民族大学、 北京外国語大学、 北京理工大学、中国人民大学(現在明大と
学術交流あり)、やや北に行くと北京大学や清華大学等がある。
私は、在外研究の2年間 (1983、84年度)を、主として上海の華東師範
大学(現在明大と学術交流あり)とロンドン大学で過ごした。北京には、
中国人民大学に2ヶ月いただけである。従っていつか機会を見て北京に滞
在し、北図に通うことが永年の夢であった。それがようやく実現したの
は、 1994年春のこ左である。北京大学に3ヶ月間滞在し、主左して白石橋
の北図に通い、新刊書を求めて北京大学近くの「図書城Jを俳佃し、琉璃
廠(北京大学からはかなり距離がある)にも幾度か足をのばした (3)。そ
して又暫く聞があき、昨年 (2000年)国際学会への参加を兼ねて、 6年振
りに2度北京を訪れ、久々に北図にも立ち寄った。
昨年入手した北図のパンフレットによれば、白石橋の新館は、 7.42アー
ルの敷地に、建設面積のべ14万平方メートルの建物が建つ。私達は入れ
ないが、 22階建(地上19階、地下3階)の巨大な書庫を中心にして、そ
の四周を4階建のピルが囲んでいる。それらの中に、閲覧室・目録室・参
考室・各種サービス部門・事務室・作業室等の部屋が配置される。
現在館蔵文献は約2200万冊(件)で、とくに占籍善本・段代の印骨片・
著名人士の手稿・革命史関連文献・中国博士学位論文等の所蔵を誇ってい
る。閲覧室はおあり、閲覧席は3000席以上、毎日平均のベ8000人が来館
するという。ちなみに職員は約2000人で、毎年新たに収蔵される書物及
び定期刊行物等は60万冊(件)以上、全経費は1億元以上とのことである
(4) 
北図は中国最大の図書館であり、従ってその活用法は無限にあるのだ、が、
私自身は、文津街にあった当時も、また白石橋の新館においても、通うの
はただーカ所「善本閲覧室Jのみである。北京滞在中はできるだけここに
通う。私の目的は、ここでしか見ることができない、唐宋時代の法典・法
律書の刊本(主として宋元明版)・紗本と敦;瞳文献中の法制史料を実査す
ることにある。それらの大半は、マイクロフィルムや影印本によって、日
本国内で見ることができる。したがって単に文字を読むだけならば、わざ
わざ北図に出掛ける必要はない。私の場合、上述の諸史料を文献学的・法
史学的観点から研究するため、どうしても実物を見て調査する必要がある
のである (5)。
しかし宋版ともなれば、日本では国宝級で、まず調査研究は不可能であ
る。北図でも原則としてマイクロフィルムを利用することが求められ、マ
イクロフィルムではrうしても判読で、きないような場合に限り、原本の閲
覧請求をすることが許される。ただここに至るまでがなかなか大変であ
る。まずは規則一点張りの閲覧係の職員遣に根気強く説明し、善本室の責
任者(多くの場合同!主任が対応する)に会わせてもらうことが必要であ
るのこの責任者に、研究上の必要a性を力説して了解をとらない限り、原本
と対面することはできないのである。全くおかしな話だが、ある年にうま
く閲覧できても、別の年にうまくゆくとは限らない。北図での調査は、全
くの運任せなのである。
私は飛行機はあまり好きではないので、よほどの用事がない限りは乗
りたくない。しかし昨年は、前述したように2度も中国に出掛けることと
なった。第1回目は6月で、北京の首都師範大学で行われた「敦埋蔵経洞
発見百周年記念国際学術会議J(原名「紀念敦埋蔵経洞発現ー百周年国際
学術研討会J)に参加して研究報告をした (6)。つまり 2000年は、甘粛省
敦埠にある莫高賓の蔵経洞から、王道士によって敦健文献が発見されてか
ら100年目に当り、中国各地において様々な記念行事が執り行われた (7)。
その一つが北京での国際会議である。開会式では、季羨林(中国敦埠吐魯
番学会会長・北京大学教授)・任継愈(中国国家図書館館長)・周紺良(中
国仏教協会副会長)等の著名人が挨拶され、その後の参加者全員の記念撮
影では、はからずも北図の館長さんと同じ写真に収まった。
館長が参加されたためか、会議期間中の一日の午後、エクスカーション
として皆で北図の善本室に出掛け、北図ご自慢の多数の敦;瞳文献(北図で
は敦嬉遺書・敦;崖写経という)を見せてもらった。文字通り「眼福」の一
時であった。中国の敦;崖文献は、英仏等に搬出された後、残余が京師図書
館に運ばれたもので、大部分を仏典が占めている。新中国成立後、 1000件
以上の収集品の増加があり、現在番号上16000件を越えるという。 6月の
北函訪問はこの円のみで、校務のため会議閉会後ただちに帰国しなければ
ならなかった。
普本開覧室内部
第2回目は8月で、天津において行われた「国際中国中古社会変革問題
学術会議J(原名「中国中古社会変遷国際学術研討会J)に参加して研究報
告し、その後北京に戻って、数日間北図に通った。善本室に出掛けたとこ
ろ、通常の閲覧室は敦埠文献の展覧会場となっていて、隣接する善本参考
展示用のやや小さい部屋が、臨時の閲覧室となっていた(針。
久々に利用してみて、 6年前とはいろいろ制度が変わっていることに驚
かされた。まず私のような短期の利用者は、申請書を書き5元払って臨時
閲覧証 (1ヶ月有効)を作ってもらう(長期利用者は「牡丹国図カードj
を作り、保証金100元一これはクレジットカードを兼ね、保証金は後で戻
る一、手数料30元、計130元を支払う旨、北京在住の明大院生の井上和l
人君の報告がある)(9)。
さらに、閲覧希望書目をリストにして手渡したところ、これでは点数が
多すぎると言われ、思い切って削らざるをえなかった。そして書類に書き
込んだ段階で、 1冊につきいくらと請求された。初め何を請求されている
のかよく理解できなかったが、いつの問にか新制度が導入され、利用する
本1冊につき、その貴重性に応じて1日10元、 20元と取られる。府装本171.
ー帳幾冊となっているので、加算してゆくとかなりの額になる。1m刷l士、
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そのことがどこにも表示されておらず、かっ基準がさっぱり分からない点
である。ある日、善本室で中国人研究者がやはり閲覧請求の際、薄い冊子
が1冊いくらE言われ、職員に強く抗議していたことが印象に残った。
ここ十数年、中国の経済活動が活発になるにつれて、大学・研究所・図
書館といった公共施設まで、いかにして経済活動をするかということに知
恵を絞っている感がある。しかし私がこれまで利用してきたロンドンの英
国図書館、パりの国立図書館、台湾の国家図書館(旧国立中央闘書館)、故
宮博物院図書文献館等で、入館証作成に若干の費用を支払ったことはある
が、毎日閲覧の度に、 1冊いくらと請求されたことはない。中国人研究者
からもこうした新制度に対しては、厳しい批判の声があると闘しさしあ
たり日中両国の責任ある機関(文部科学省のような)同士が話し合って、
学生・院生・研究者等については、相互主義に基づいてこの種の費用を免
除することが望ましい。
北京は6年前に比べると、幹線道路がずいぶんと整備された。とくに北
図から少し北へ行った中国人民大学付近の、整然とした変り様には驚かさ
れた。オリンピックの開催も決まり、今後北京は益々変貌してゆくことだ
ろう。ただ車が非常に増加し、時間帯によってはひどい渋滞に陥る。排気
ガスのせいか空気が濁っている感じがする。たまたま帰路飛行場まで乗っ
たタクシーの運転子は、今一番心配なのは北京の水不足と環境汚染だと話
していた。私も全く同感である。
注
(1) 京師図書館から中国国家図書館への発展についての説明は、『北京図書
館簡介.n(同図書館、 1979)、周沙塵『古今北京.n(三聯書庖、香港、 1980)、
段帆珠・程真編著『北京図書館的収蔵与服務.n(北京図書館出版社、元の書
目文献出版社、 1998)等によるが、年代や地名などに若干の相違がある。
より詳しく知るためには、図青館史に関する柏案類を調査するよとが必要
である。例えば、李希泌・張槻華編『中国古代蔵書与近代図書館史料(春
秋歪五四前後U(中華書局、 1982)、哀昧秋・曽季光主編『中国歴代国家
1詩書機構及名家蔵品叙伝選.n(北京大学出版社、 1997)等参照。
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(2) 1978年9月の第2回目の訪中時の日程は、当時としては珍しいくらいに
学術的であった。見学の大部分は、図書館・大学・遺跡等であったが、そ
れでも新村(団地)・工業展覧館・人民公社・小学校・工場見学は、当然
日程に含まれていた。帰国後私の書いた雑文に「洛陽ベアリング工場参観
記J(平阿武夫編『日中学術友好 しあわせな旅J本書は旅行文集であり、
奥付はないが1979の刊)なるものがあるのは、そのためである。
なおこの時見せてもらった宋元逓修本『律附音義J は、『唐律~ 12巻を
覆刻して『音義~ 1巻を付加したもので、文字通りの天下孤本である。本
書については、拙稿「近刊の景宋刊本律附音義についてJ(W法律論叢』
53-1=2、1980)、同「北京図書館蔵宋刻律十二巻音義一巻簡介J(W中嶋敏
先生古稀記念論集J上巻、同刊行会、 1980)がある。また刊本ではなく、
紗本の『律~ 12巻については、島田正郎「清宛委別蔵紗本『宋律』につい
てJ (W法律論叢~ 46-1、1973)の先行研究がある。
(3) この時の報告が、拙稿「中国法制史研究に関する二三の問題一中国・台
湾両法史学界管見一J(W明治大学社会科学研究所紀要j]35-2、1997)で
ある。また春の北京については、拙稿「北京散策j(W法史学研究会会報J
創刊号、 1996)に記した。
(4) 昨年北図の売庖で買ったパンフレットは2種ある。 lつは前述した『北
京図書館的収蔵与服務』であり、他のlつは「中国国家図書館」という 1
枚刷りの利用案内である。前者 (p.2)によると、 2200万冊(件)の内訳
は、中国語・外国語の図書800余万冊、中国語・外国語定期刊行物約1000
万種(冊)、非書物資料150万冊(件)以上、新聞13万種(冊)、その他
資料60万冊(件)等である。
(5) 北図所蔵の中文古籍は、 700年前の南宋の絹照殿以下歴代の皇家珍蔵を
受け継いでいる。さらに、察元培・梁啓超・衰同礼等歴代館長や職員の努
力に加えて、蔵書家からの寄贈もあり、現在普通線装古籍160万冊以上、
善本古籍27万冊以上、金石拓本26万枚以上、古地図10万枚以上、原稿・
手紙類8万件以上があり、その中には、殿嘘出土甲骨片・敦埠遺書・走宮城
金蔵・『永楽大典J・文津閣本『四庫全書J等が含まれる。近刊の任継愈主
編『中国国家図書館古籍珍品図録~ (北京図書館出版社、 1999)は、書名
からも明らかなように、北図所蔵の逸品から400余りの古籍珍品を選りす
ぐったものであり、皆本とはいかなるものかを知る良い手引きでもある。
北図所蔵の善本調査のための工具書として、北京図書館編『北京図書館
古籍善本書目』全5冊(書目文献出版社、 1987序)があり、大変役に立つ。
また敦;崖文献については、商務印書館編『敦爆遺書総目索引JI(中華書局、
1983。本書は1962年初版の補訂版である)があり、その改定版が、敦埠
研究院編『敦煙遺書総目索引新編JI(中華書局、 2000)である。また中田
篤郎編『北京図書館蔵敦虚遺書総目録JI(朋友喜応、 1989)の労作もある。
(6) 報告文は、「論中国国家図書館所蔵唐律残巻ー和『目連救母変文』有関
的一些問題-J (郁春文主編『敦埠文献論集』遼軍人民出版社、 2001、そ
の後若干補訂したものが拙稿「中国国家図書館所蔵の唐律断片についてー
「目連救母変文」にふれて一JW明治大学社会科学研究所紀要JI39-2、2001
である)として公刊されている。なおこの学会についての紹介文に、高
田時雄「紀念敦埠蔵経洞発現ー百周年国際学術研討会J(W東方学JI101、
2000)、拙稿「敦埋蔵経洞発見百周年記念国際学術会議に参加してJ(W唐
代史研究』第4号、 2001)がある。
(7) 記念行事は、香港、敦;瞳、蘭州、北京等で行われたと聞くが、私自身が
参加しあるいは見学しえたのは、北京での国際学会と 2つの展覧会のみで
ある。 6月の国際学会に合わせて北図で行われたのは、後述するように一
種の特別展示で、その際、中国国家図書館善本特蔵部他編『中国国家図書
館蔵敦埠遺書糟品選JI(同図書館、 2000)と称する図録が出版された。 2つ
目の展覧会は、中国歴史博物館で開催された「敦撞芸術大展J(2000年7
月 4 日 ~8月 31 Fl)で、その図録が、敦埠研究院編『敦燈一紀念敦埋蔵経
桐発現一百周年一JI(朝華出版社、 2000)である。
(8) ここでの発表した拙稿は「唐代法制史与医学吏的安!涯Jである(印刷
中)。その後若l二補訂した日本語版「唐代における法制史と医学史の交錯J
(W法律論叢JI73-2=3、2000)が先に刊行された。
北図善本閲覧室で、の小展示会は「秘籍重光百年敦埠Jと称するものであ
り、パネルと敦埠文献を用いたものである。 6月の特別展とは、内容を異
にする。法制文献として極めて貴重な河字17号「唐名例律疏残巻」が、名
札もなく単に未修理の敦:埋木の一例としてケースの中に無造作に置かれて
いるのにはひ、っくりしてしまった。
(9) 井上和人「北京留学記J(W法史学研究会会報』第6号、 2001)参照。
i鹿記 註[8]に記した中文の拙稿は、本稿校正時に手元に届いた。張固剛
主編『中国社会歴史評論』第3巻(中華書局、 2001)に収載されている。
